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中村哲さん

パキスタン・ペシャワールに1984年に l
赴任以来、 17年間、ハンセン病を中心に i
医療活動を行っている。現在、アフガン；

山岳部に 3カ所の診療所を開設運営し、 i 
カプールに 5カ所、さらにパキスタン山：

岳地帯にも 2カ所の診療所を開いた。医 i
療スタッフは200人を超え、年間18万人 i
を診療する。 「今年度は30万人を超える［

だろう」という。また、 3年前にパキス ：

タンとアフガニスタン国内の診療所を統 i
合した70床のPMS （ペシャワール・メ ： 
デイカル・サービス）をペシャワールに；

殖した。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・;・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・= 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
鯰
療
所
を
開
設
し
、
医
療
活
動

を
続
け
て
い
る
中
村
哲
医
師
が
一
時
帰
国
0

I
 

0
月一

一
日
に
、
「
ア
フ
ガ
ン
は
今
中
村
哲
医
師
か
ら
の
報

告
会
そ
の
2
」
が
衆
議
院
議
員
会
館
で
開
か
れ
た
。

中
村
さ
ん
は
、
「
正
し
い
情
輻
で
判
断
し
、
考
え
て
い

る
の
か
一
抹
の
不
安
を
覚
え
る
」
「
日
本
の
市
民
が
出

来
る
こ
と
は
ま
ず
現
実
を
知
る
こ
と
だ
」
と
話
し
た
。

• 

診療に、水源確保に力を注ぐ中村医師（右から
2人自）、 「難民を出さぬ努力」を続けている

．
 

灘民を出さない
のが先決

一
番
遠
い
診
療
所
は
歩
い
て

一
週
間
ほ
ど
か
か
る
。

医
療
活
動
は
、
い
か
に
現

地
の
人
を
理
解
す
る
か
努
力

の
一
七
年
間
に
つ
き
る
。

医
者
の
仕
事
は
信
頼
感
が

大
切
。
臨
床
医
と
い
う
の
は

患
者
が
何
を
悲
し
く
思
っ
か

な
ど
を
理
解
し
て
い
な
い
と

で
き
な
い
。
日
本
人
に
と
っ

て
は
合
い
入
れ
な
い
風
習
や

も
の
の
考
え
方
の
場
合
も
あ

る。
女
性
に
プ
ル
カ
（
目
だ
け

出
し
て
顔
を
覆
う
ベ
ー
ル
）

を
か
ぶ
せ
る
の
は
セ
ク
ハ
ラ

と
い
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は

ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
だ
け
で

な
く
、
一
般

の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
風

習
。
い
い
悪

い
は
別
と
し
て
自
分
た
ち
の

文
化
の
尺
度
で
、
違
っ
た
も

の
を
裁
断
し
て
し
ま
う
の
は

い
け
な
い
こ
と
だ
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
赴
任
後

の
八
五
、
八
六
年
は
ソ
連
軍

が
侵
攻
し
、
内
戦
の
激
烈
な

時
期
だ
っ
た
。
私
は
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
細
々
と
診
療
し
て

い
た
が
、
ラ
イ
（
ハ
ン
セ
ン

病
）
が
多
い
と
こ
ろ
は
他
の

感
染
症
も
多
か
っ
た
。
結
核
、

デ
ン
グ
熱
、
腸
チ
フ
ス
、
マ

ラ
リ
ア
な
ど
感
染
症
の
多
い

と
こ
ろ
は
医
者
の
い
な
い
山

間
の
寒
村
で
あ
り
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
側
で
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
育
て
、
北
東
部
の
山
岳
地

帯
の
調
査
を
始
め
た
。

ど
も
の
睾
牲
が
多
い
。
赤
痢

や
コ
レ
ラ
が
は
や
っ
た
。
原

因
は
水
不
足
だ
っ
た
。
診
療

所
付
近
は
水
源
が
か
れ
、
飲

み
水
が
な
く
な
っ
て
き
た
。

診
療
所
周
辺
が
砂
漠
化
し
て

き
て
い
る
。

病
気
は
後
で
治
せ
る
か

ら
、
と
も
か
く
生
き
て
い
て
、

と
水
源
確
保
事
業
に
取
り
組

ん
だ
。
現
在
五
0
0を
超
え

る
水
源
を
確
保
し
、
五
四
カ

村
、
二
五
、
六
万
人
の
流
民

を
防
い
で
い
る
。
―
つ
の
水

源
で
村
が
生
き
残
れ
る
こ
と

は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
と
き
に
テ
ロ
事
件

が
お
き
た
。
私
た
ち
は
な
ん

と
し
て
も
水
源
確
保
事
業
と

診
療
を
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
17年

首
都
カ
プ
ー
ル
は
内
戦
状

態
が
続
き
、
廃
墟
の
よ
う
だ
。

そ
れ
で
も
人
び
と
の
生
活
は

営
ま
れ
て
い
る
。
物
は
あ
る

程
度
流
れ
て
い
る
が
購
買
力

が
な
い
。
カ
プ
ー
ル
市
内
全

体
が
巨
大
な
難
民
キ
ャ
ン
プ

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

は

現

と

化

し

、

お

金

持

ち

が

ペ

シ

在

、

大

干

ば

つ

に

襲

わ

れ

て

ャ

ワ

ー

ル

や

欧

米

に

流

れ

て

い

る

。

昨

年

五

月

か

ら

国

連

い

る

。

難

民

に

も

な

れ

な

い

機

関

を

通

じ

て

世

界

中

に

伝

人

ぴ

と

が

そ

こ

に

暮

ら

し

て

え

ら

れ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

い

る

。

関

心

を

も

た

れ

な

か

っ

た

。

私

た

ち

が

持

っ

て

い

る

情

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

の

大

都

市

報

は

ヘ

カ

プ

l
ル
市
内
と
ジ

に

い

る

ほ

と

ん

ど

が

千

ば

つ

ャ

ラ

ラ

バ

ト

ド

だ

が

、

住

民

難

民

と

い

え

る

。

主

に

自

給

翌

望

が

り

、

ヒ

ス

テ

リ

自

足

の

人

び

と

だ

が

、

例

年

ッ

ク

な

反

米

デ

モ

が

起

き

て

農

業

生

産

力

の

八

割

以

上

が

い

る

わ

け

で

は

な

い

。

カ

プ

域

滅

的

状

態

だ

。

ー

ル

で

は

市

民

の

生

活

は

続

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

は

山

の

い

て

い

る

9

診
療
活
動
も
続

国
。
五0
0
0
~級
の
巨
大
け
て
い
る
。

．～そ
の
実
、
次
の

な

山

脈

が

広

が

り

、

住

民

は

恐

怖

は

飢

餓

だ

。

食

べ

物

が

山

間

の

谷

に

住

ん

で

い

る

。

な

い

。

も

も

自

分

が

リ

ー

ダ

パ

キ

ス

タ

ン

と

ア

フ

ガ

ニ

ス

ー

な

ら

小

麦

粉

を

ト

ラ

ッ

ク

タ

ン

と

の

国

境

付

近

に

、

ぺ

で

運

ぶ

だ

ろ

う

。

シ

ャ

ワ

ー

ル

と

い

う

都

市

が

ア

フ

ガ

ン

に

外

国

人

は

入

あ
り
、
私
は
そ
こ
を
起
点
に
れ
な
い
。

•カ
ブ
—
ル
市
内
に

医

療

活

動

を

行

っ

て

き

た

。

ミ

ッ

シ

ョ

ン

（

使

者

）

を

送

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；

~

り
、
一
人
の
餓
死
者
も
出
な

い
よ
う
に
カ
プ
ー
ル
で
食
料

一
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

[

中
村
哲
医
師
を
支
援
す
る
た
め
に
1
9

一

配

布

を

始

め

た

。

配

布

の

ノ

;）3
年
に
発
足
し
た

N
o
o。
募

金

、

広

一

ウ

ハ

ウ

を

私

た

ち

は

良

く

知

っ
て
い
る
。
世
界
食
糧
計
画

i

報
、
ワ
ー
カ
ー
派
遣
な
ど
の
活
動
を
行
っ
一

(
W
Fど
が
入
る
ま
で
の

~
て
い
る
。

[
年
会
費
3
0
0
0

円

~

数
力
月
、
我
々
が
や
っ
て
行

i
郵
便
振
替0
1
7
9
0

—

7
ー

6
5
5
9
~

干

ば

つ

が

起

き

て

か

ら

患

く

つ

も

り

だ

。

i

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」

者

の

数

が

増

え

た

。

特

に

子

（

ま

と

め

・

牧

田

真

由

美

）
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................................................................................ 

i 国会議員の質問に答えて（抜粋）

： ＊日本での国際貢献は、砂漠化防止 i 
i に全力をあげること、まず大量難民 i 
i をださないこと ： 
i ＊解決はより穏健な勢力が権力につ ； 

： くことだ。それに代わるのも現時点 i 
i ではタリバン。タリバンは悪で正義 i 
： の米国という一辺倒な掟え方はでき i 
i なし＼
： ＊アフガニスタンでの平和を求める l 
： 声がさらに大きくなることが平和的 ； 

i 解決への道
~. ... ~~.~?.~........ .. .. .... ... ......... .. .... .. .... .... ........ ! 




